






要約:マススクリーニングで発見され,6 歳以上に達したクレチン症の知能指数(WISC-R 知

能検査)を全国主要病院小児科に依頼し調査集計した。昨年度の中間報告に今年度分を加え

て第2回全国調査最終成績とした。152例が集計され,ダウン症合併の1例(IQ46)を除く151

例の全尺度 IQ は 99.9±13.7(60～133)で第 1 回調査成績より上昇していたが,一般小児推

定値よりは低値であった。初診時甲状腺機能低下程度と有意の相関があり,欠損性が異所性

より有意に低値であった。下位項目では,感覚と運動のフィードバックを利用する能力や論

理的,抽象的思考能力が低く,指示に従う能力が高かった。初期治療法別の検討は群間に甲

状腺機能低下の重症度に差があり,比較検討はできなかった。 


